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構造用鋼の疲労損傷の非破壊評価技術
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船舶，海洋構造物などに使用される構造材料は，近年，厳しい使用環境にさらされるば

かりでなく，長期間にわたって所要の性能を維持することが要求されています。また，一

部の構造物には老朽化の進んだものもあります。そのため，実用鋼構造物の寿命およひ余

寿命を予測する技術の確立が強く望まれています。このような背景から船舶技術研究所で

は，科学技術振興調整費によって，船舶などの実用鋼構造物の寿命および余寿命を予測す

ることを最終の目的として，船舶などに使用される鋼材の疲労損傷を非破壊的に評価する

技術の開発研究を行って来ましたが，本報は，その研究のなかで，磁気ひずみ効果法，磁

界中超音波減衰法および超音波遷移温度法の非破壊評価技術が構造用鋼の疲労損傷評価に

有効であることが明らかになりましたので，これらの非破壊評価技術の測定方法，試験例，

適用条件などについて報告したものです。

アークによる超高温の発生・計測•利用技術に関する調査

（その 4:アークプラズマの利用）
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ァーク放電により生成される超高温プラズマ場は，高エネルギー密度の熱源であるとと

もに，化学的に高活性の場である。この調査報告は，アークプラズマ場を，高機能材料，

特に毛ラミック系材料の製造や加工に応用するという観点から，技術の現状の調査と研究



開発課題の検討を行った結果をまとめたものである。

プラズマ溶射は，セラミックスのもつ高い機能を生かす表面被覆や膜状物質の形成法と

して有望であるが，溶射過程での物性変化の解明，皮膜の結合強度の向上および皮膜の評

価法の確立等が課題である。また，皮膜の気孔率や細孔径等を制御することにより，触媒

担体やフィルター等の用途がある多孔質物質の製造法として応用できる。

切断や切削のような材料加工の面でも，高密度エネルギーという特徴を生かして，セラ

ミックスのような難加工性材料への適用が期待される。プラズマ化学反応を利用して，石

炭，プラスチック，有害廃棄物等を熱分解して有用な物質として回収する技術は，公害防

止や資源の有効利用のために有用である。
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本報告は，電子と物質との相互作用によって制動輻射の断面積と強度分布を，電子のエ

ネルギーと物質について計算し，まとめたものである。

ここで得られたデータは制動輻射を考慮した光子の輸送計算に使えるように整理されて

おり，現在，モンテカルロコード MORSE-CGに組み込みを進めている。このコードの

改良によって，制動輻射を考慮した三次元輸送計算が可能になる。


